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 本公演では，2次元乱流に於ける自己組織化現象として知られる(大規模)構造
形成についての話題提供を行いたい。 
	
 Onsagerは，エネルギーが高い構造形成状態が何故，平衡解として選択される
のか，という疑問に対して，統計力学的に定義される絶対温度が負となる2次元
点渦系のモデルを提案した[1]。 
	
 我々はこのモデルに興味を持ち，数値的，解析的研究を推進しており，最近，

正負の循環をもつ2次元点渦系の緩和を記述する運動論的方程式を解析的に得
ることに成功した[2,3]。その右辺に現れる衝突項は，絶対温度が負の場合，以下
の物理的に望ましい性質を示す： 

(1) 衝突項は，拡散項とドリフト項と呼ばれる二つの項から成る 
(2) ドリフト項は，正負渦を，それぞれ逆方向に駆動する 
(3) ドリフト項は，拡散項による拡散に抗って，同符号粒子を凝集させる効果
をもつ 

(4) 拡散項は系のエネルギーを減じる方向，ドリフト項は増加させる方向に作
用し，トータルとして，平均場エネルギーを保存する 

(5) 拡散項は系のBoltzmannエントロピーを増加させる方向，ドリフト項は減じ
る方向に作用し，トータルとして，エントロピー生成率は正，平衡状態に達

した時点でゼロとなる。すなわち，系が熱平衡状態に緩和することを保証す

る(H定理) 
	
 特に，(2)，(3)は2次元正負点渦系において，同符号点渦が凝集した渦塊が二つ
現れる平衡解を正しく説明しており，ドリフト項が構造形成に大きな役割を果

たしていることを示唆する。 
	
 なお，講演では，2次元オイラー方程式に関する数学者による取り組みとして，
m点渦結晶解はNagasaki-Suzuki解 [4]，点渦系の線型応答を与える相関関数は，
Prajapat-Tarantello解 [5]という結果があることにも簡単に触れたい。 
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